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研究成果の概要（和文）：第一に、模型、ドローイング、地図制作、絵画などからなる、オランダ人の芸術家コ
ンスタントによる「ニューバビロン」――住民たちの「遊び」によって形作られる集団的作品であり、たえず
「変容」し続ける永続的なプロセスを内包した「もうひとつの生活のためのもうひとつの都市」を描いたプロジ
ェクト――について、「トランス・メディア」という概念をもとに、5つのTransの接頭辞を持つ「翻訳」「変
容」「移行」「侵犯」「伝達」が互いに連関しながら作用するプロジェクトとして論じた。第二に、日本の都市
の「ひとり空間」の特徴およびそのコロナ禍における変容について、海外の都市の「ひとり空間」との比較を通
じて明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Firstly, Dutch artist Constant's "New Babylon"-a collective work shaped by 
the "play" of its inhabitants, a project that envisions "another city for another life," an ongoing 
process of perpetual "transformation"-comprising models, drawings, cartography, paintings, and more,
 was examined under the concept of "trans-media," where the five trans prefixes-"translation," "
transformation," "transition," "transgression," and "transmission"-synergize harmoniously. Secondly,
 the characteristics of "one-person spaces" in Japanese cities and their transformation during the 
COVID-19 pandemic were elucidated through a comparative analysis with "one-person spaces" in foreign
 cities.

研究分野：社会学、都市・建築論

キーワード： コンスタント　ニューバビロン　アンリ・ルフェーヴル　シチュアシオニスト　トランス・メディア　
ひとり空間　都市　オランダ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
第一に、これまで日本では十分に研究されてこなかったコンスタントのニューバビロンについて、作家・作品分
析を中心とする表象文化論のアプローチに、空間的形態と社会的形態の弁証法的関係に着目するアンリ・ルフェ
ーヴルの都市・空間論を嚆矢とする社会－空間論を掛け合わせて論じることで、領域横断的な研究成果を挙げる
ことができた。第二に、「ひとり空間」に関する研究は、未婚・晩婚化、高齢化、スマートフォンやソーシャ
ル・メディアの普及などの現代社会の特徴に加え、日本の都市における空間、行動様式、コミュニケーションな
どの特徴への認識を深める研究成果につながった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
基課題である基盤（C）「アンリ・ルフェーヴルとシチュアシオニストを軸とした建築の無名性

に関する研究」(課題番号 17K02327)では、第一に、空間を生産する主体を、建築家などの計画
主体に限定せず、ユーザーや住民も空間を生産する主体と捉えたフランスの思想家であるアン
リ・ルフェーヴルの建築論に関する研究、第二に、ルフェーヴルの思想の具現化であり、ボトム
アップ的な集団制作の仕組みを考案した、シチュアシオニスト・インターナショナルのメンバー
で、オランダの芸術家であるコンスタントによるアンビルトのプロジェクト「ニューバビロン」
（1956-74）に関して、主に建築史・建築論の文脈にもとづいた研究を進めた。 
本研究では、基盤（C）の研究内容を、(1) 1950〜60 年代の「都市」に関する思想的研究、(2) 

現代の「都市」における具体的な事例にもとづく経験的研究へと展開する狙いがあった。 
(1) に関しては、シチュアシオニストによる「状況の構築」「漂流」「心理地理学」「転用」「統

一的都市計画」のなかでも、主に「統一的都市計画」に着目し、シチュアシオニストとして一括
りにされがちであった、コンスタントのニューバビロンについて、他のシチュアシオニストのメ
ンバーとの「統一的都市計画」をめぐる方向性の違いを明らかにするところから研究を出発させ
ようと考えた。 
(2) に関しては、ルフェーヴルの空間論に関する研究として、東京をはじめとする日本の大都

市に数多くの種類が集積する、カプセルホテル、漫画喫茶、半個室型ラーメン店などの「ひとり
空間」に関する研究にはこれまで従事してきたものの、欧米やアジアの諸都市と比較した場合に、
日本の「ひとり空間」の固有性がどこにあるのかには十分に言及できていなかった。 
 
２．研究の目的 
(1) コンスタントのニューバビロンは、住民たちの「遊び」によって形作られる集団的作品であ
り、たえず「変容」し続ける永続的なプロセスを内包した「もうひとつの生活のためのもうひと
つの都市」であるという特徴を有していた。本研究では、建築史・建築論の文脈に閉じることな
く、互いに交流のあったルフェーヴルとコンスタントの関係に着目し、空間化された表象の政治
性を問うルフェーヴルの都市・空間論を介したニューバビロンの研究に従事することを通じて、
基盤（C）の研究課題の内容を発展させ、1950〜60 年代の「都市」に関する思想的研究へと展開
することを研究の目的とした。 
 
(2) ルフェーヴルの空間論に関する、現代都市の具体的な事例にもとづく経験的研究として、日
本の都市の「ひとり空間」の固有性を、欧米をはじめとする海外の都市の「ひとり空間」との比
較を通じて明らかにすることを研究の目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
(1) コンスタントのニューバビロンの多面性と射程について、絵画、彫刻/コンストラクション、
建築などのディシプリンごとに分断されることなく、それらの境界を「越境」するアプローチで
ある「トランスディシプリナリティ」から着想を得た、「トランス・メディア」という独自の概
念をもとに論じた。 
 
(2) 日本の都市の「ひとり空間」の固有性を浮かび上がらせるために、欧米をはじめとする海外
の都市における「ひとり空間」に関する事例収集、海外の研究者からの寄稿を交えたウェブジャ
ナールの特集企画、海外の研究者とのワークショップなどを通じて、比較研究を進めた。 
 
４．研究成果 
(1) 2018年 9月から 2019 年 2月まで、コロンビア大学の Visiting Scholarとしてニューヨー
クに滞在し、シチュアシオニスト・インターナショナルとコンスタントの関係に関する研究に従
事した。なかでも主に「統一的都市計画」を対象とし、コンスタントのシチュアシオニスト・イ
ンターナショナル脱退以後の動向や、現代の情報社会における展開可能性について考察した。ま
たエンリケ・ウォーカー准教授、マーク・ウィグリー教授らの建築論やニュー・スクールのマッ
ケンジー・ワーク教授らによるシチュアシオニスト研究の成果を踏まえ、ギー・ドゥボールをは
じめとするシチュアシオニストの他のメンバーとコンスタントの「統一的都市計画」をめぐる方
向性の違いを、技術や建築への態度の違いという観点から整理した。  
 
(2) 2019 年 3月から 8 月まで、UCLバートレットの Affiliate Academicとしてロンドンに滞在
し、現代の都市論におけるルフェーヴルとシチュアシオニストの思想の受容と展開についての
研究に従事した。UCLバートレットの C.J.リム教授がこれまで進めてきた、建築のドローイング
やマルチディシプリナリティに関する研究に対して、本研究では、学際性の概念をめぐる「ディ
シプリナリティ」「インターディシプリナリティ」「トランスディシプリナリティ」の違いを整理
したうえで、コンスタントのニューバビロンを、絵画のディシプリンを軸とした「トランスディ
シプリナリティ」の実践という切り口から考察した。 
 
(3) 基盤（C）の研究課題と本研究課題の内容を合わせてまとめ上げ、東京大学に提出した博士



論文「コンスタント――トランス・メディアとしてのニューバビロン」(学位取得は 2024 年 4月)
では、ルフェーヴルの都市・空間論を嚆矢とする「空間論的転回」における社会-空間論を補助
線とし、美術史や建築史のみならず、社会学や地理学などの知見を包含した視点から、その多面
性と射程を通史的かつ多角的に明らかにした。  
コンスタントに関する先行研究は、主にオランダにおける Cobraを対象とした絵画研究と、英
語圏における建築史・建築論の文脈に分断されてきたが、本研究は、それらのディシプリンに分
断されることなく、絵画からキャリアを出発させたコンスタントが、絵画から彫刻／コンストラ
クションを経て、建築模型、さらには地図制作に至るまでの過程を跡づけた点に独創性がある。 
「トランス・メディア」としてのニューバビロンは、絵画というディシプリンが共通の基盤を

なし、彫刻／コンストラクション、建築、地図制作など、さまざまなディシプリン間を「移行」
するなかで、既存の秩序や規範を「侵犯」し、模型、ドローイング、地図など、それぞれのメデ
ィアでは表現し尽くせなかった残余を、「もうひとつのメディア」へと「翻訳」しながら、芸術
家と非芸術家、空間的形態と社会的形態などの関係性に「変容」をもたらす。それは、絵画の「デ
ィシプリナリティ・コード」の拡張と収斂の反復によって、各々のメディアの残余や差異をあぶ
り出し、それらをもうひとつのメディアを介して「伝達」しようとする営みであった。このよう
な「トランス・メディア」としてのニューバビロンを、5つの Transの接頭辞を持つ「翻訳」「変
容」「移行」「侵犯」「伝達」が互いに連関しながら作用するプロジェクトとして結論づけた。 
 
(4) ルフェーヴルの空間論に関する研究の一環として、CCA（カナダ建築センター）のウェブサ

イトで、日本の都市の「ひとり空間」の歴史的背景や特徴についてインタビュー出演した映画

『When We Live Alone』（2020 年）――東京を舞台として、世界の主要都市で増加している単身

者を含む、さまざまなタイプの「ひとり」の背後にある社会の変化が都市や建築に与える影響を

多面的に析出したドキュメンタリー映画――と同インタビュー記事のテキストが公開された。 

ひとり焼肉店やひとりカラオケ店の増加など、集団向けコンテンツの個別化という現象に着

目し、都市の近接性や高密性という条件や価値についても考察した。 

新型コロナウイルス感染症のパンデミックが単身者の生活に及ぼすグローバルかつローカル

な影響について討議した、ドイツ日本研究所での国際ワークショップ「パンデミック時代前後に

おける親密圏」では、「コロナ禍による日本の都市の〈ひとり空間〉の変容」と題した研究発表

をし、日本の都市に見られる「ひとり空間」を、「専有型」「半専有型」「共有型」「離接型」「近

隔型」に分類したうえで、コロナ禍において「ひとり空間」がどのように変化したのかについて

考察した。具体的には、コロナ禍において、従来は互いに離れていた「ひとり空間」が、オンラ

インで接続されていくようになる「離接型」や、住宅でリビングを書斎代わりにするために、近

くにいる人を間仕切りなどで隔てるなどの「近隔型」のひとり空間が増殖するようになったこと

を指摘した。 

都市の「ひとり空間」に関する研究をめぐって、アメリカやイギリスに加え、カナダやドイツ

などの研究機関および研究者とのネットワークも広げることができた。また、ルフェーヴルの思

想の受容と展開についての研究に従事することを通じて、ルフェーヴルの空間論と「建築の社会

学」をめぐる理論的研究を架橋する接点を見出すことができた。 

 
(5) 日本と欧米およびアジアの諸都市の「ひとり空間」の比較研究として、東京ビエンナーレの

「批評とメディアの実践のプロジェクト」のウェブジャーナル『RELATIONS』において、「COVID-

19・ひとり空間・都市」と題した特集を組んだ。現代都市における「ひとり空間」は、家族や組

織のあり方、性や結婚をめぐる価値観、パブリックとプライヴェートをめぐる境界意識、働き方、

経済状況の変化など、世界の国々に共通するグローバルな事象と、それぞれの国や地域に固有の

ローカルな事象が絡み合ったものとしてある。特集では、日本のみならず、海外の都市の事例に

も光を当てることで、日本の都市における「ひとり空間」のあり方を相対化するとともに、ソー

シャルメディアをはじめとする情報化や COVID-19 などを背景とした「ひとり空間」の増殖や変

容という世界で同時進行する事象にアプローチした。 

ただし、アジアをはじめとする諸都市のフィールドワークにもとづく、日本の「ひとり空間」

との比較研究には至らなかったため、この点は今後の課題としたい。 
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